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論文要旨

論文題目

Population biology and systematics of the sea snake 

Emydocepha/us ijimae 

珈 ydocepha/us属のウミヘピ集団について生態学，形態学，分子生物学的調査を

行なった．イイジマウミヘピEmydocepha/usijimaeの標本の解剖観察により繁殖生

態を調査したところ，雌の繁殖サイクルは隔年で， しかもクラッチサイズは1-4 

（平均2.47)とウミヘピ類の中では特に小さい値であった． Eijimaeの野外標識調

査の結果，再捕獲率は47%(79/167)と非常に高く，本種は他種のウミヘピと比較

しても特に定住性が強いことが示唆された．成長率は春夏でより高く，秋冬では非

常に低かった．この調査地内での生息密度は1haあたり10個体ほどと推定された．

さらにE ijimaeの行動圏を照査した結果，各個体の行動圏は大きく重複しており，

成熟雄の行動圏の大きさは平均0.71haと推定された．この調査から本種の非常に安

定した行動圏とその内部の場所利用が示され，本種は自己の位置を正確に認識して

いることが予想された

これらの生態的特徴から，本種は集団間の追伝子流動が低いことが予想された．

そこで分類学的見解の一致していないオセアニアの同属種E annulatusとフィリピ

ンのE.sp. を含めて形態形質の定量的解析を行なった．その結果，フィリピンのE.

sp．が他集団と形態的に最も異なっており，腹板数が他集団よりも著しく多かった．

また，東アジアのE ijimaeとオセアニアのE annulatusの集団間にも比較的大きな

相違が認められ， E.ijimae内にもある程度の形態的相違が認められた．

さらに，これらの集団についてアロザイム分析を行なった結果，非常に低い遺伝

的変異性（高い追伝的均一性）が示された．しかしニューカレドニア・フィリピン

の集団と東アジアの集団間に1造伝子座に完全な置換が見られ，両者の遺伝子流動

が制限されていることが示唆された．今回の結果を生態および形態データと合わせ

て考えると，過去にポトルネックなどにより追伝的萎縮を経験した祖先集団が，そ

の後現在見られる範囲に分布を拡大し，各地で比較的移出入の制限された小集団を

形成しているという解釈が妥当と思われる．また，以上の結果をふまえて，フィリ

ピンのEmydocephalusを新種として記載した．

氏名 増永冗



Q 

ー、

（様式第5-2号）

琉球大学大学院

理工学研究科長 殿

参 考

政 Is-年兄月／知

論文審査委員

主査氏名熊澤放集． 9-

副査氏名祗急忍坂｀灸

副査氏名グクン／ゑ 食文• I 
副査氏名知9愛叶、

学位（博士）論文審査及び最終試験の終了報告書
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一審査要旨 (2000字以内）

ウミヘビ類は種数において現生の海生爬虫類の中でもっとも大きな群である．しかしにもかかわ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ···········••••青·••·······················......................・・・・・・・・・・・・・・-・・・..... ・・・・・・・・・・・・・............................................ 

らず，継続的な野外調査，広い分布範囲全体における変異パタンの把握の難しさからこれまでに
•··•·••···•••·•••• ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...．．....．..................................... ---.................. ---...... ---..●●●..•...-..●．....．●-・.．.—●--·-·―•··. ♦—•．．.

ほとんど個体群生物学的な視点での研究がなされていない．本申請者は西太平洋の熱帯・亜熱帯

.................. ・・・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・・・・・・-......會...．.．．．．....“......．．．．．．．．．.......．．.．．．．．．．．．．....．．．．．...．．．.......・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・．．．．．̀............
海城に分布し，魚卵専食という食性から生態系の中でもきわめて特異な役割を果たしていること

が予想ざれるカメガシラヴミペピ属．．．(Emydoceplwlus)について，個体群生物学的視点に立った

（次頁へ統く）
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審査要旨

．．．研究に取り組んだ，．．．．．ま．ず撼物館荏．ど．．に保管窒．れた腫舞堕感近甑應り．1．．1...：：ど．竺？．．ぎ．．さど．…•（E......

... ijimae}．．．標本の讃症．？．解剖．によ．り．9．．．佐梵．イズ．の．』！涅的生型'.."・成熟雌竺甕唖岬．！．．．．累狐楓底．．．二應了懃．’．．．．．

．．．．妊娠期閲．．．．．さら．に成熟維．の生殖腺璽黛．堕与変動笠．蛮塑．全かE．しだ．．．（警翌論竺．．1．．．7．蕊狸綬？．：•••••印…•

．．．．刷屯).̂．．．次に慶良間諸島．の座．間味島．沿撫．！．コ設窟．しf1．調査挫．に登．し．．＼て．．3．．年匹E3？．だ．歪翌号庇翠料竺．．

よ五謂査を行な．込．．個．佐記．翌性比．力遵．回扁歪．竺．1．．．．雌撼竺．柱差れ告野二竺．．＇．．．？．．．竺．匹．

．．．熟距．こと．直．成熟鯰．盛唇患嗅．謬．！竺．．ら．熊竺．！漣毎年也應t．歪饂住竺竺．生．1．班．．
．泣歪極．こ点．な．ど．を明．．砂．宝．．し．迄．（．参考論吝．2．．．遠聾．吃．…•印刷生）．．．．．．．．ま竺璽槌空．？．竺竺．’．．．．．．．
．．．．．こ．の立．主．へビ．が登．ねめ．了．窟住．性が．犯．芦．己．龍張．P．．登綺f達．し竺．．と翌愚佳が兜．竺．．と考叫．を．

•-．かに．K．tふ．．立さ．．ら．．に．患請煮．しま．こ．こ．案で．翌結果力差翌各翌．乞？．．？．き仝．．ピ墨．の担撼饂住班皿．に贅．セ竺．．

．．．．分化が生じ●●r．．岐•-可能性．庶予想．K?．．．．稟芦空．•.....?...:i... l)．且．~!.．三丑二聾．．．Eそ．7．竺．空堕．吐．．．

．．．．．た芦．．プ）K.を使．？．這紐．の進伝砂．．遣熊輝．鯰．担理的構造．翌墜．しょ．杢屈堕璽塑患免問題．．．

．．．．．に決着．をつ．．し珪．とと．却．ら．分散．．→．．分断忠．し;開．宦．歪確．か．．登．し．悦低脱登構築．し左·…••…•••••―.................…•…•••••

．．．．．．．．提出された堂位．．．（博土）．．患請論文．に立．各諭文審査委駆．：熟饒．芦後．＂・登．笹論吝甕査金．登皿．

ーい．て応容につ．k．江章見を出し合．．った，•3切結果，＿．．．．上記．⑰点．うな惑．し．呟．！拉竺．．リ乞．1．．．てと．令綾．<!?...

••••••関連する研究にもたらす．であろ立釦遺献蕊峠．ょ．．．士分．．．．［金釦．．．に値了歪．内容翌登．歪星．＼う．．．こ．．

．．．．．．とで委員全員の意見の．マ致を見たふ•••……••••…………•……•……•…….....................……．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．…………••……..………………••

．．．．．．．．．．また乎．成．15．~-2．且J.o..B．に行なわれた旦頭発表．と烹れ．t;,続．3震騒歴答登通．し．荏懃終試慇翌屯．．．．

．．．．．．申請者は士分に内容．の意義が伝わるプ．Kゼ．と．舌ゴ但．．ン登．行な．し..)．！．．茎．た震問．に槌．し登登＆．．坦厘．

ーーニ答ーーできたことが認められたぷ__J;_:;匹．杢委員会は全会．T＿致＿で盤終魃験．｝．ご？．．し．ざ．て登．．．「．合格A．．．．．と．．し3.…•

•…••また以上．を合わせ．て杢．申請煮が．学位を受．し1．るた．め．の条件を．士分．｝．こ叢．し．て．．い歪と判定;_~_．迄．．．．……．．．．．．．

...............................................…...．．．．．．.．..．．...．．．.．．．．．．．．．・・・・.. ・・・・・・・・・・・.. •··"•"···.. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・"・・・・・・・・・・・・....................................................................... 
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